
別紙　評価基準

評価項目 評価基準

１ 基本方針

母子父子寡婦福祉資金貸付業務が持つ「ひとり親家庭等の支援」という
社会的意義と、現行システムの課題および令和10年1月のガバメントク
ラウド移行背景を深く理解し、公平・公正かつ確実な事務処理を実現す
るためのシステム構築方針が具体的に示され、その妥当性および実現性
が認められるか。

0 1 2 3 4 5 2点 10点

２　全体スケジュール等

・本業務の特質を考慮し、現行システムからのデータ移行、住民記録シス
テム及び財務システムとのデータ連携構築をはじめとする各工程につい
て、遅延なく確実に履行できる実現可能なスケジュールが策定されてい
るか。

・プロジェクトマネージャーに、十分な経験・知識・実績があり、業務の進
め方が具体的で分かりやすく示されているか。

0 1 2 3 4 5 3点 15点

３　機能要件

・仕様書の要件に基づき、相談記録や、申請データの履歴管理、違約金
計算等、母子父子寡婦福祉資金の貸付ルールに対応し、職員がスムーズ
に仕事を進められる機能や工夫があるか。

・仕様書の要件に基づき、返還金の消込など、本システムの運用に必要
な各種データが、システム上に正確かつ確実に反映・処理されることが
提示されているか。

0 1 2 3 4 5 5点 25点

４　非機能要件
・仕様書の６「非機能要件」に基づき、トラブル発生時にも、データの整合
性を保ちつつ迅速に復旧・挽回できる対応策（バックアップや復旧手順
等）や安定稼働を確保するための工夫が提示されているか。

0 1 2 3 4 5 2点 10点

５　組織体制

本業務に対して、相当の経験、知識及び資格を有する者を従事させてい
ること、また、組織全体として、従業員（従事予定者を含む）の配置や事
務分担が適切であるか。

0 1 2 3 4 5 2点 10点

本業務の円滑な履行に向け、明確な指揮命令系統のもとで工程が適切
に管理されるとともに、必要な研修や指導などを通じて、仕様の齟齬や
進捗遅延を未然に防ぎながら着実に作業を進める体制が提示されてい
るか。

0 1 2 3 4 5 2点 10点

６　実績その他

全国の地方自治体において、母子父子寡婦福祉資金貸付システムの構
築・導入を履行した実績件数 1点 5点

母子父子寡婦福祉資金貸付以外の事務で、地方公共団体、民間企業等
のシステム構築・導入を履行した実績件数

1点 5点

過去の同種・類似業務において、事業者に帰する大幅な納期の遅延、重
大なシステム障害、セキュリティインシデント、その他契約履行上の重大
な課題やトラブルの発生実績の有無

1点 5点

仕様書の６「非機能要件」に基づき、個人情報の漏洩や外部からの不正
アクセスを防止するための対策が講じられているほか、札幌市情報セ
キュリティポリシーを遵守し、個人情報保護および守秘義務の遵守に向
けた適切な組織体制や具体的取組（マニュアル作成、教育等）が講じられ
ているか。

0 1 2 3 4 5 1点 5点

委員１人当たりの配点合計(A) 100点

評価点 配点 最高得点

５件以上　5

５件未満　3

無し　　　　0

５件以上　5

５件未満　3

無し　　　　0

　無し　　　　５

　有り（軽微）　　3

　有り（重大・未対応）　0　


